
第４章 研究評価委員会の講評 

 
１．土木研究所研究評価委員会の講評 

第２章に示した土木研究所研究評価分科会での評価結果とこれに対する土木研究所の対応を

踏まえ、平成２３年６月１６日に土木研究所評価委員会を開催し、重点プロジェクト研究につい

て最終評価を行った。研究評価委員会における講評は以下の通りである。なお、審議の詳細につ

いては本書の巻末参考資料に議事録として示すとおりである。 

 
平成２３年度 土木研究所研究評価委員会 全体講評 

 

 平成２２年度で終了した重点プロジェクト研究の事後評価について、分科会の評価結果

を確認し、承認した。全体として素晴らしい出来であったと、本委員会としては評価する。

 研究成果だけでなく、苦労したことも含めこれまでの５年間の経験をこれからの５年間

にうまく引き継いでいただきたい。 

その他、研究評価委員会としての助言を、以下にとりまとめた。 
 

国際貢献 

・ 全般的に努力されている姿勢は認めるが、特にアジアの中でのリーダーとしての位置づ

けを意識して、国際的な取り組みにより一層傾注してほしい。 

・ 海外の色々な人たちの見方というものを取り入れ、海外の視点を持って技術開発や基準

づくりをするというのが、これから日本の力の源泉として非常に重要である。そのため

に、国際的なワークショップを主催する、あるいは新しく立ち上げたりすることが有効

である。 

・ 国際標準化のような委員会に積極的に出て、日本の技術を国際スタンダードにする努力

をしてほしい。その前提として、日本は、国内の各機関で独自の基準を持っており、国

内における基準を一体化していく必要がある。 

 

研究者育成 

・ 研究成果としては非常に良いものもあるが、土木研究所の研究者の顔が最近見えなく

なってきており、研究者を育成する必要がある。 

・ 国際組織の委員会はボランティアが主体であり、土木研究所の将来を担う若い人をどん

どん送り込んで、国際的な感覚を含めて育ててほしい。 

・ 研究を進める上で色々な立場の声を聞くことが重要であり、インターナショナルジャー

ナルなど、査読の厳しいところに論文発表を行い、査読意見を頂くことも重要である。
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その他 

・ 東日本大震災を踏まえ、想定外ということも頭の中に入れて、構造物の設計思想はどう

あるべきかなど、土木研究所としてしっかり検討してほしい。 

・ 開発されたソフトの維持管理が問題となっており、国の機関として取り組み、Common

ＭＰ化なども考えるべきである。 

・ 土木研究所の役割として、国土保全に関する技術開発が第１にあり、それを支える基礎

研究はもっと大学と連携するなど、大学をうまく利用してほしい。 

 
 

２．土木研究所の対応 

 土木研究所研究評価分科会での評価結果は、土木研究所研究評価委員会にて承認された。今

回の講評を今後の土木研究所の活動に反映させるよう努めていく。 

 

－293－




